
 

 

  社 
楽 

神
奈
川
県
立
川
崎
図
書
館 

が
所
蔵
す
る 

全
国
有
数
の
〈
社
史
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〉
を 

さ
ら
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、 

社
史
の
使
い
方
や
、
社
史
の
楽
し
さ
、 

社
史
情
報
な
ど
を
お
届
け
し
て
い
き
ま
す
。 
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今
号
の
テ
ー
マ
は
、
ド
イ
ツ
人
捕
虜
に
つ
い
て

書
か
れ
た
社
史
で
す
。
第
１
次
世
界
大
戦
の
さ
な

か
の
１
９
１
４
年
、
中
国
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
拠

点
で
あ
っ
た
青
島
を
日
本
が
攻
略
し
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
多
く
の
ド
イ
ツ
人
捕
虜
が
日
本
各
地
の

収
容
所
に
移
送
さ
れ
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
締
結

に
よ
り
本
国
に
送
還
さ
れ
る
１
９
２
０
年
ま
で

収
容
所
で
生
活
し
た
そ
う
で
す
。*

 

◇ 

こ
の
テ
ー
マ
の
き
っ
か
け
は
「
ド
イ
ツ
人
捕
虜

に
関
す
る
記
述
の
あ
る
社
史
を
知
り
た
い
」
と
い

う
お
問
合
せ
で
し
た
。
調
べ
て
み
る
と
、
ド
イ
ツ

人
捕
虜
の
活
躍
が
、
今
に
つ
な
が
っ
て
い
る
企
業

が
い
く
つ
か
見
つ
か
り
ま
し
た
。 

ＳＨＡ 

ＲＡＫ

Ｕ 

◇ 

バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
で
有
名
な
株
式
会
社
ユ
ー

ハ
イ
ム
の
『
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
に
咲
く
花
』
（
１

９
９
１
年
刊
）
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
で
は
、
創
業
者
カ

ー
ル
・
ユ
ー
ハ
イ
ム
に
つ
い
て
「
日
本
側
は
捕
虜

の
中
に
優
れ
た
技
術
者
が
い
る
こ
と
に
気
づ
い

て
い
た
。「
そ
の
技
術
を
何
と
か
活
用
し
た
い
」

と
考
え
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
そ
の
一
人
と
し

て
、
食
料
品
店
明
治
屋
の
社
長
磯
野
長
蔵
は
、
新

し
い
洋
風
喫
茶
店
を
銀
座
に
つ
く
ろ
う
と
考
え
、

菓
子
主
任
に
カ
ー
ル
・
ユ
ー
ハ
イ
ム
を
採
用
し
た

の
で
あ
る
。」
と
あ
り
ま
す
。 

 

ま
た
、『
ユ
ー
ハ
イ
ム
物
語
』（
１
９
６
４
年
刊
）

に
は
、
こ
の
カ
ー
ル
・
ユ
ー
ハ
イ
ム
の
捕
虜
時
代

が
さ
ら
に
細
か
く
書
か
れ
て
い
ま
す
。
「
同
じ
俘

虜
仲
間
だ
っ
た
フ
ロ
イ
ン
ド
リ
ー
ブ
さ
ん
が
愛

知
県
半
田
町
の
「
敷
島
パ
ン
」
の
主
任
技
師
に
迎

え
ら
れ
た
の
も
、
同
じ
時
期
だ
っ
た
。
現
在
銀
座

西
五
に
あ
る
ド
イ
ツ
料
理
「
ロ
ー
マ
イ
ヤ
ー
」
の 

（
裏
面
へ
続
く
）  

 

敷
島
製
パ
ン
株
式
会
社
『
敷
島
製
パ
ン
一
〇
〇

年
史
』
（
２
０
２
１
年
刊
）
に
は
、「
ド
イ
ツ
人
俘

虜
が
焼
い
た
パ
ン
」
と
い
う
項
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

そ
こ
に
は
「
３
度
の
食
事
は
俘
虜
た
ち
が
注
文
す

る
材
料
を
提
供
し
て
、
彼
ら
の
手
で
調
理
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
た
。
た
だ
、
パ
ン
だ
け
は
パ
ン
焼

窯
が
な
い
た
め
、
市
販
の
パ
ン
を
提
供
し
た
。
と

こ
ろ
が
市
販
の
パ
ン
は
彼
ら
の
口
に
合
わ
ず
、
俘

虜
た
ち
か
ら
、
パ
ン
焼
窯
を
築
い
て
自
分
た
ち
で

焼
く
か
ら
資
材
を
提
供
し
て
ほ
し
い
、
と
申
し
出

が
あ
っ
た
。（
中
略
）
俘
虜
の
中
に
は
大
工
や
左
官
、

建
築
家
、
機
械
技
師
も
い
た
た
め
、
パ
ン
焼
窯
は

瞬
く
間
に
築
か
れ
た
。」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
ド
イ
ツ
人
捕
虜
の
焼
く
パ
ン
が
、
創
業
者
盛
田

善
平
の
製
パ
ン
事
業
進
出
を
促
し
た
そ
う
で
す
。 

*国立国会図書館 本の万華鏡「第７回 ドイツに学び、ドイツに驚く―近代日独関係のひとコマ」参照。 

（https://www.ndl.go.jp/kaleido/entry/7/2.html）（２０２１年１２月３日最終閲覧） 
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（
表
面
か
ら
つ
づ
く
） 

先
代
の
ア
ウ
グ
ス
ト
・
ロ
ー
マ
イ
ヤ
ー
さ
ん

も
同
じ
青
島
の
俘
虜
で
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
屋
の

デ
リ
カ
テ
ッ
セ
ン
を
始
め
た
の
も
同
じ
こ

の
時
期
で
あ
る
。
」
と
い
う
記
述
も
発
見
し

ま
し
た
。 

◇ 

そ
こ
で
、
カ
ー
ル
・
ユ
ー
ハ
イ
ム
を
採
用

し
た
明
治
屋
の
『
明
治
屋
百
年
史
』（
１
９
８

７
年
刊
）
を
見
る
と
、
「
ケ
ー
キ
の
製
造
に

関
与
し
た
の
は
第
一
次
世
界
大
戦
終
了
後

の
こ
と
で
あ
る
。
当
時
青
島
（
現
、
中
国
山

東
省
青
島
市
）
の
ド
イ
ツ
人
俘
虜
の
中
に
洋

菓
子
職
人
ユ
ー
ハ
イ
ム
（C

a
rl J

u
ch

h
e
im

）

ら
が
い
た
が
、
平
和
回
復
後
、
日
本
政
府
の

す
す
め
に
よ
っ
て
こ
の
人
た
ち
の
技
術
を

伝
習
す
る
こ
と
と
な
り
、
大
正
八
年
明
治
屋

は
彼
を
三
年
契
約
で
雇
用
し
（
中
略
）
製
菓

工
場
お
よ
び
カ
フ
ェ
・
ユ
ー
ロ
ッ
プ
（C

a
fé

 

E
u

ro
p

e

）
を
開
設
し
、
ユ
ー
ハ
イ
ム
の
製
造

し
た
ド
イ
ツ
式
洋
菓
子
（
ケ
ー
キ
類
・
キ
ャ

ン
デ
ー
類
）
の
卸
・
小
売
り
を
始
め
た
」
と

あ
り
ま
し
た
。 

◇ 

今
度
は
、
パ
ン
や
焼
き
菓
子
の
原
材
料
に

着
目
し
て
、『
日
本
製
粉
社
史
』（
２
０
０
１ 

年
刊
）
を
見
て
み
ま
す
。
第
１
次
世
界
大
戦

後
の
粉
食
の
普
及
に
言
及
し
た
「
パ
ン
食
の

普
及
」
に
、
次
の
記
述
が
あ
り
ま
し
た
。 

「
パ
ン
が
し
だ
い
に
主
食
と
し
て
重
視
さ

れ
、
普
及
し
始
め
た
の
に
は
幾
つ
か
の
理
由

が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
製
パ
ン
技
術
の
面

で
、
従
来
の
ホ
ッ
プ
種
製
パ
ン
法
か
ら
イ
ー

ス
ト
種
製
パ
ン
法
へ
の
切
替
え
が
始
ま
っ

た
こ
と
と
ド
イ
ツ
式
パ
ン
焼
窯
が
普
及
し

た
こ
と
（
中
略
）
ド
イ
ツ
式
パ
ン
焼
窯
は
、

第
１
次
世
界
大
戦
時
の
ド
イ
ツ
人
捕
虜
が

紹
介
し
て
か
ら
各
地
に
普
及
し
た
。
こ
の
窯

の
お
か
げ
で
パ
ン
を
連
続
的
に
焼
け
る
よ

う
に
な
り
、
能
率
が
大
い
に
向
上
し
た
と
い

わ
れ
る
。」 

◇ 

ド
イ
ツ
と
聞
い
て
す
ぐ
に
思
い
浮
か
ぶ

の
は
や
は
り
ビ
ー
ル
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。『
麒
麟
麦
酒
株
式
会
社
五
十
年
史
』（
１

９
５
７
年
刊
）
を
確
認
し
ま
す
。
の
ち
に
麒

麟
麦
酒
株
式
会
社
が
合
併
す
る
「
東
洋
醸
造

株
式
会
社
」
に
は
、
熟
練
し
た
技
師
が
い
な

か
っ
た
た
め
、
「
青
島
で
俘
虜
と
な
っ
て
来

日
し
て
い
た
ド
イ
ツ
人
ス
ト
ラ
イ
ヘ
ル
が

一
年
契
約
で
醸
造
技
師
と
し
て
働
い
て
い

た
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
技
師
に
つ
い
て
は
、 

「
当
社
と
合
併
の
時
分
に
は
も
う
い
な
か

っ
た
が
国
に
帰
っ
て
大
き
な
醸
造
場
の
主

と
な
り
」
と
い
う
註
が
つ
い
て
い
ま
し
た
。 

◇ 

活
躍
の
場
は
食
品
関
係
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
『
月
星
ゴ
ム
９
０
年
史
』

（
１
９
６
７
年
刊
）
に
は
、
第
１
次
大
戦

後
に
久
留
米
収
容
所
か
ら
入
社
し
た
ド
イ

ツ
人
技
師
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ウ
ェ
デ
キ
ン

ト
ら
と
と
も
に
機
械
器
具
の
改
良
を
行
い

「
進
ん
だ
技
術
の
基
礎
を
つ
く
っ
た
」
と

あ
り
ま
し
た
。
本
人
が
当
時
を
振
り
返
る

言
葉
も
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

◇ 

『
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
七
十
五
年
史
』
（
２
０

０
８
年
刊
）
で
は
、
１
９
２
３
年
に
採
用

し
た
パ
ウ
ル
・
ヒ
ル
シ
ュ
ベ
ル
ゲ
ル
に
つ

い
て
「
我
が
国
ゴ
ム
産
業
の
草
創
期
を
支

え
た
ド
イ
ツ
人
技
術
者
。
第
１
次
世
界
大

戦
中
に
久
留
米
収
容
所
で
捕
虜
生
活
を
送

り
、（
中
略
）
先
輩
技
師
の
森
鐵
之
介
と
初

期
の
ゴ
ム
技
術
を
築
い
た
」
と
い
う
注
が

つ
い
て
い
ま
す
。
同
社
の
第
１
号
タ
イ
ヤ

の
開
発
や
社
名
の
決
定
に
も
携
わ
っ
た
そ

う
で
す
。 

（
企
画
情
報
課 

堀
田
） 

 

※本稿では地の文で統一して「捕虜」の文字を使用していますが、資料の引用箇所についてはその

まま転記しています。 

 

 


